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論文要旨 

本研究は、音楽聴取による気分調整作用と、即興的な音楽交流による対人相

互作用が、心理・生理指標に及ぼす影響を明らかにすることを目的としたもの

である。全体は人章から構成されている。 

第一章(先行研究のレビュー)では、音楽療法を受動的療法の側面と能動的療

法の側面から注目し音楽療法研究を概観した。音楽療法の効果のメカニズムを

理解することは、治療セッションの枠組みを捉える上で重要であり、また対象

者の心理的・行動的変容についで理解する上でも重要であることが述べられた。 

第二章(研究 1)では、音楽聴取や楽器演奏をすることで気分状態が音楽への

関与や気分調整作用に与える影響を明らかにすることを目的として調査研究を

行つた。データ分析の結果、感情調節のために音楽療法を用いる事が効果的で

あることが明らかとなった。 

第三章(研究 2)では、音楽への関与度と気分調整作用の関連性が調査研究に

よって検討された。音楽を聴取したり、演奏したりする時間が長い人は、自分

が望む気分になることが示された。また、曲想に合致した気分が誘発される曲

想理論を支持する結果がみられた。 

第四章(研究 3)では、音楽聴取による気分調整作用が心理・生理指標にどの

ような影響を及ぼすのか明らかにすることを目的として実験研究が行われた。

active 曲・relax 曲を聴取したときに、心理的、生理的変化についてどのよう

な相違があるかが検討された。分析の結果、active 曲を聴くと気分はアクティ

ブになり、 relax 曲を聴くと気分はリラックスを示した。生理指標では、脈波・

脳波の変化に性差がみられた。ただし、アクティブ、もしくはリラックスとい

う目的気分に即した音楽聴取の効果の持続性を明らかにするためには、縦断的

研究が必要であることが示唆される結果であった。 

第五章(研究 4)では、音楽聴取による心理・生理的変化と心理的特性との関

連を実験的に検討した。ここでは、音楽聴取による心理的、生理的変化と、外

向性や共感性などの心理的特性との相関関係が分析された。分析の結果、外向

性が高い人ほど relax 曲を聴くと活動的快の気分の変化量が少なくなっていた。

情緒不安定性や怒りの内在化傾向、抑うつ傾向が高い人ほど relax 曲を聴くと

活動的供の気分の変化量が多くなることが示された。主観的な目的気分に即し

た音楽聴取は、心理的特性をふまえることによって、より気分調整効果を高め

る可能性があると考えられる。 

第六章(研究 5)では、即興的な楽器演奏の相互作用が心理的、生理的指標に

及ぼす影響を明らかにするために実験研究を行った。分析の結果、即興的な音

楽交流によって気分状態は全体的にポジティブになり、対人印象評定がポジテ

ィブに変化し、対人共感性が高まった。 

第七章(研究 6)では、楽器(トーンチャイム)を用いて単独で演奏する場合と、
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対人交流的に演奏する場合の違いについて実験的な検討が行われた。その結果、

即興的な音楽交流は、ポジティブな心理・精神生理学的変化をもたらすが、対

人交流的で即興的な音楽交流の方が単独演奏場面よりも、より大きな精神的活

性化が促されることが明らかとなった。 

第八章では、七章までの研究結果について総合考察が行われた。音楽療法の

影響を心理的。精神生理的反応から明らかにしていくことは、様々なクライア

ントに対してどのような音楽をどのように提供するかという、音楽療法的支援

の根拠につながると考えられた。健康の維持・増進や疾病予防に音楽療法が貢

献できるという結果が得られたと言える。 

 

 

論文審査要旨 

2025 年 7 月 17 日 13 時 10 分より Zoom を用いたオンラインでの口頭発表、質

疑応答の後に審査会を実施した。音楽療法に関する研究は広く行われているが、

その基礎研究はまだ不十分であり、心理学からの実証的研究の進展が望まれて

いる分野であると本研究は、音楽に関する身近なかかわりに関する調査に始ま

り、心理的特性や心理状態、脈波や脳波などの生理データの特殊な解析を用い

るレベルまで検討するなど、実証的な研究論文となっている。データの分析は

詳細、かつ丁寧に行われていた。総合考察では音楽療法と心理療法との比較検

討も試みるなど、新しいオリジナルな分析が注目された。音楽療法に関する研

究を本論文だけで体系的に論じることには無理があるが(今後の基礎研究の発

展に貢献できる内容であつたと言えるだろう。 

審査会では、一部の文章に修正が行われることを条件に合格とした。その後、

修正はすぐに適切に行われたことから、主査(副査全員下致して、博士論文とし

て十分な研究水準に達していると評価し、その研究の意義の高さを認め、博士

論文として合格とした。 

 

口頭審査要旨 

2025 年 7 月 17 日 13 時 10 分より Zoom を用いたオンラインで 30 分の口頭発

表の後、30 分間の質疑応答が行われた。日頭発表は時間通りに行われ、博士学

位請求論文の内容が適切に説明された。研究の内容・分量が多かったため、発

表はこれまでの中間試問で発表した部分を一部簡略化して行われたが、パワー

ポイントの発表資料や配布資料はわかりやすく工夫されており、時間通りに発

表が行われた。 

質疑応答では、副査の先生方からの質問に対し、的確に応答が行われた。た

だし、一部文章が重複しているという指摘があり、修正が求められた。(これら
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はすぐに適切な修正がなされた。) また、論文の題目が簡潔すぎるとの意見も

あったため、これを変更することとなった。研究内容については、その将来的

意義について高い評価が得られ、博士論文として十分な研究水準に達している

と評価され、審査会議にて全員一致して合格となった。 


